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市

の
お

金

　

市の平成10年度会計決算がまとまり

ました。市の財政というと親しみにく

いかもしれませんが、皆さんの暮らし

に密接なかかわりがあります。皆さん

の納めた税金がどのように使われたの

か、その概要をお知らせします。

一般会計

歳
入

　

歳
入
総
額
は
、
百
七
十
二
億
八

千
十
二
万
千
円
（
前
年
度
比
六
・

九
％
増
）
。

　

歳
入
の
ト
ッ
プ
は
前
年
同
様
に

地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
三
2
・

六
％
で
す
。
こ
の
地
方
交
付
税
は

自
主
財
源
が
乏
し
い
自
治
体
に
対

し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

自
主
財
源
の
大
黒
柱
で
あ
る
市

税
は
、
二
三
こ
I
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
市
税
の
中
心
で
あ
る
市
民

税
と
固
定
資
産
税
は
前
年
度
に
比

べ
て
、
固
定
資
産
税
が
増
収
、
市

民
税
は
特
別
減
税
の
実
施
に
よ
り

減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
市
の
借
入
金
で
す
。
十

年
度
末
の
市
債
（
一
般
会
計
）
現

在
高
は
、
約
百
五
億
円
で
す
。

諸入合計
172億8，012万

　　

1千円．

依存財源

113億2，578万円

　　　　

（65．5％）

　

地方交付税や国・県支
お金など、市以外に依存
している財源

自主財源

59億5，434万1千円

　　　　　

（34．5％）

　

市税や財産収入、諸収
入など、市が自分で確保
できる財源

市
税
の
内
訳

市民一人当たりの市税負担額

　　　　　

97．982円（100．761円）O内，よ前年度

市民税

41，864円

（47，073円）

固定資産税

45，587円

（43，560円）

軽自動車税

1，574円

（1．539円）

たばこ税

5，101円

（4，889円）

都市計画税

3，844円

（3．685円）

特
別
土
地
保
有
税

人
湯
税

13円

（15円）

（378．704円）戸内・に前年度

商工費

13，134円

（18，677円）

公債費

34，791円

（34，535円）

消防費

13，285円

（12，964円）

その他

議会費

労働費

災害
復旧費

20，331円

（13，032円）

整備が進む健康保養施設
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歳
出

　

歳
出
は
、
百
六
ト
六
億
六
千
九

μ
五
‐
ま
一
万
二
r
円
（
前
年
度
比

六
・
九
％
増
）
で
す
。

　

目
的
別
決
算
は
事
業
の
種
類
・

量
に
よ
り
、
毎
年
、
金
額
が
変
わ

り
ま
す
。
衛
生
費
は
、
し
尿
処
理

施
設
や
健
康
保
養
施
設
の
整
備
な

ど
で
大
幅
に
増
額
、
ま
た
総
務
費

は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
整

備
な
ど
で
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

目
的
別
決
算
額

目
的
別
決
算

　

衛
生
費
（
一
六
・
九
％
）
、
民

生
費
（
一
六
・
四
％
）
、
土
木
費

（
二
二
・
九
％
）
、
総
務
費
二

二
・
八
％
）
な
ど
が
上
位

性
質
別
決
算
額

性
質
別
決
算

　

投
資
的
経
費
と
な
る
建
設
事
業

費
が
最
も
大
き
く
三
一
・
七
％
。

以
下
、
人
件
費
（
一
八
。
九
％
）
、

扶
助
費
（
一
一
・
二
％
）
、
物
件

費
（
一
〇
・
七
）
％
な
ど
が
上
位

主な建設事業の決算額

◆し尿処理施設整備事業（衛生費）

　

………………1，239，624千円

◆市営中挾団地建設事業（土木費）

　

…………………238．708千円

◆ファミリーリゾート整備事業（総務費）

　

…………………210，000千円

◆公社営畜産基地建設事業（農林水産業費）

　

…………………173．591ニニF円

◆健康保養施設整備事業（衛生費）

　

…………………168，578千円

◆市単河川改良工事（土木費）

　

…………………135，667千円

◆天然記念物整備活用事業（教育費）

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥97，950千円

◆県単林道改良事業（農林水産業費）

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥95，006千円

歳出を市民一人当たりに換算すると406，643円

衛生費

68，516円

（49，620円）

教育費

39，905円

（39，769円）

農林水産顛

41，513円

（51，547円）

土木費

56，532円

（55，438円）

民生費

66，729円

（63，439円）

総務費

51，907円

（39，683円）

企業会計決算額

　　　　　

水道事業

収益的

収支

歳入1億2，824万2千円

歳出1億2，679万7千円

差引144万5千円

資本的

収支

歳入5，003万2千円

歳出7，768万2千円

差引△2．765万円

（不足額は、留保資金で補てん）

特別会計決算額
国民健康保険事業

歳入26億1，004万8千円

歳出24億6，821万3千円

差引1億4．183万5千円

老人保健事業

歳入43億5，510万4千円

歳出43億5，509万7千円

差引7千円

簡易水道事業

歳入7．175万5千円

歳出6，623万3千円

差引552万2千円

農業集落排水事業

歳入6億2，499万1千円
歳出6億1，363万3千円

差引1，135万8千円

下水道事業

歳入4億1，147万円

歳出4億1，147万円

差引O円



一部変わりました

市役所の事務取り扱い窓口

　

4月から市役所の機構が一部改革されましたが、

この機構改革により、事務の取り扱い窓口もー部変

更されています。その内容についてお知らせします。

　

記
載
は
、
取
り
扱
い
事
務
内

容
・
担
当
部
課
名
・
内
線
番
号
の

順
で
す
。
電
話
番
号
は
代
表
で

6
6
●
1
1
1
1
で
す
。

建
築
確
認
申
請

屋
外
広
告
物
の
許
可

建
設
部
都
市
整
備
課
景
観
建
築

係
（
内
線
3
5
1
）
本
館
3
階

工
事
の
検
査

一
部
入
札
事
務

総
務
部
検
査
監
理
室
検
査
監
理

係
（
内
線
2
2
8
）
本
館
2
階

介
護
保
険

市
民
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
室
介

護
保
険
係
（
内
線
4
7
8
）
本

館
1
階

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の

補
助

市
民
福
祉
部
生
活
環
境
課
環
境

保
全
係
（
内
線
4
6
2
）
本
館

I
階

上
水
道
、
簡
易
水
道
の

料
金
や
加
入
、
維
持
管
理

建
設
部
水
道
課
庶
務
係
・
上
水

係
（
内
線
1
5
1
）
本
館
I
階

公
共
下
水
道

建
設
部
水
道
課
下
水
係
（
内
線

2
9
1
）
別
館
1
階

経
済
事
業
の
展
開
に
期
待

株
式
会
社
・
平
成
大
野
屋
創
立

　

市
民
参
加
型
の
第
三
セ
ク
タ
ー

「
株
式
会
社
・
平
成
大
野
屋
」
の

創
立
総
会
が
六
月
二
十
日
、
有
終

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
・
平
成
大
野
屋
は
、

こ
の
平
成
大
野
屋
推
進
事
業
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
市
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
経
済
活
動
部
門
を
新

た
に
独
立
さ
せ
た
組
織
で
す
。
資

本
金
は
三
千
万
円
で
、
う
ち
市
が

千
五
百
五
十
万
円
、
市
を
除
く
発

起
人
の
市
民
六
人
が
二
百
万
円
、

公
募
の
市
民
や
法
人
株
主
百
二
十

五
人
が
一
千
二
百
五
十
万
円
を
出

資
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
約
七
十
人
の
市
民

株
主
が
出
席
。
定
款
や
事
業
方
針

な
ど
を
承
認
し
、
取
締
役
と
監
査

役
の
選
任
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
・
平
成
大
野
屋
の
事

務
所
は
、
現
在
、
市
が
観
光
拠
点

施
設
と
し
て
改
修
中
の
旧
織
物
工

業
協
同
組
合
洋
館
の
中
に
置
か
れ

ま
す
。
株
式
会
社
・
平
成
大
野
屋

で
は
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
地
場

産
品
の
販
売
や
レ
ス
ト
ラ
ン
経

営
、
平
成
大
野
屋
推
進
事
業
の
受

託
を
通
し
て
交
流
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
観
光
拠
点
施
設
は
、

十
月
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

　

六
月
二
十
二
日
に
は
、
株
式
会

社
・
平
成
大
野
屋
の
取
締
役
会
が

開
か
れ
、
代
表
取
締
役
社
長
に
山

田
陽
一
さ
ん
（
元
町
）
、
専
務
取

締
役
に
土
手
塚
史
郎
さ
ん
（
中
野
）

が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
株
式
会
社
・
平

　

成
大
野
屋
（
天
神
町
I
－
1
9
有

　

終
会
館
内
豊
6
9
・
9
2
0
0
）

代表取締役社長の

山田陽一さん
，改装が進召観光拠点施工設T



奥越ふれあい公園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
自
由

広
場
、
駐
車
場
が
完
成
し
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
来
年
に
は
、
全
施
設
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
総
合

公
園
と
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
が
休
息
や
運
動
、
遊
び
な
ど
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
と
、
県
が
平

成
二
年
か
ら
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
五
年
六
月
に
は
、
陸
上
競

技
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
な
ど
が
オ
ー
プ
ン
し
、

皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
新
た
に
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
自
由
広
場
、
駐
車
場
が
完

成
し
七
月
三
十
一
日
か
ら
利
用
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
芝
生
広
場
な
ど
を
整
備

し
、
来
年
に
は
全
施
設
（
面
積
二

十
…
…
‐
）
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

公
園
の
北
東
部
分
で
、
陸
上
競

技
場
の
北
側
に
な
り
ま
す
。
野
球

二
面
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
二
面
、
サ

ッ
カ
ー
一
面
の
ほ
か
三
百
祉
の
陸

上
ト
ラ
ッ
ク
に
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
方
法
専
用
で
利
用
す
る
場

　

合
は
、
事
前
に
奥
越
ふ
れ
あ
い

　

公
園
窓
口
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

　

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
水
曜
日

　

は
閉
館
日
で
す
。

利
用
料
金
無
料

問
い
合
わ
せ
先
奥
越
ふ
れ
あ
い

公
園
窓
口
（
陸
上
競
技
場
事
務

室
内
豊
6
5
・
8
6
1
4
）

自
由
広
場

　

公
園
の
中
央
部
分
で
、
芝
生
の

小
高
い
丘
に
な
っ
て
い
ま
す
。
休

息
用
に
ベ
ン
チ
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

駐
車
場

　

公
園
の
北
側
部
分
に
あ
る
駐
車

場
は
、
普
通
車
五
百
三
十
一
台
、

大
型
バ
ス
十
台
が
駐
車
で
き
ま
す
。

　

平成大野屋

これまでの歩み

　

市
で
は
、
平
成
七
年
度
の
「
市

長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
応
募
の

あ
っ
た
「
全
国
の
大
野
さ
ん
に
当

市
へ
の
訪
問
を
呼
び
か
け
よ
う
」

と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
採
用
し
、
八

年
度
に
行
っ
た
全
国
の
大
野
氏
活

用
事
業
で
、
天
谷
市
長
を
本
店
主

と
し
、
全
国
で
三
十
五
人
の
大
野

さ
ん
を
平
成
大
野
屋
の
支
店
主
に

委
嘱
。
九
年
度
に
は
平
成
大
野
屋

推
進
事
業
と
し
て
、
新
た
に
十
四

人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
図
ろ
う
と

平
成
十
年
十
一
月
七
・
八
日
に

は
、
「
平
成
大
野
屋
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
現
在
、
一
都
一

道
こ
府
三
十
県
に
四
十
九
人
の
支

店
主
が
委
嘱
さ
れ
、
当
市
へ
の
訪

問
や
交
流
、
P
R
活
動
な
ど
で
活

躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

アイデアは

市長／ぐめタ紐，毬1．ジ

平成8年度にa5ぷの支店主が誕生

冲町斌匪集度ば新M同啄：M＞支店主が誕生

平陵10年11月7’；8日

平成芙野屋1ほう町で交流



求
め
ま
す
無
限
に
広
が
る
若
い
力

市職員・消防職員募集

　

大
野
市
と
大
野
地
区
消
防

本
部
で
は
、
来
年
四
月
採
用

の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
市
職
員

一
般
採
用

採
用
予
定
人
員
7
般
職
一
事

　

務
＝
1
0
人
程
度
▼
技
術
＝
上
木

　

1
人
程
度
・
保
健
婦
（
保
健
士
）

　

I
人
程
度
［
業
務
職
］
調
理
師

　

1
人
程
度

受
験
資
格
7
般
職
］
い
ず
れ

　

も
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

　

す
る
人
、
保
健
婦
（
保
健
土
）

　

は
免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成
1
2

　

年
3
月
3
1
日
ま
で
に
取
得
見
込

　

み
の
人
▼
昭
和
5
0
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
5
7
年
4
月
1
口
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人
【
業
務
職
】
調

　

理
師
免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成

　

1
2
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
取
得
見

　

込
み
の
人
▼
昭
和
5
0
年
4
月
2

　

口
か
ら
昭
和
5
7
年
4
月
1
口
ま

　

で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
程
T
次
」
教
養
試

　

験
●
適
性
検
査
・
作
文
試
験
＝

　

9
月
1
9
日
‐
大
野
高
校
【
一
。
次
】

　

口
述
試
験
・
健
康
診
杏
＝
1
0
月

　

3
1
日
‐
市
役
所

申
込
受
付
期
間
8
月
2
日
‐
～

　

2
0
日
衆
（
当
日
の
消
印
有
効
）

社
会
人
採
用

採
用
予
定
人
員
［
．
般
職
］
事

　

務
＝
1
人
程
度
▼
技
術
＝
上
木

　

1
人
程
度

受
験
資
格
就
業
歴
が
平
成
1
2
年

　

3
月
末
で
5
年
以
L
あ
る
昭
和

　

4
3
年
4
月
2
口
か
ら
昭
和
5
0
年

　

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
わ
た
人

試
験
日
程
「
審
査
」
作
文
審

　

査
＝
受
験
申
し
込
み
時
に
「
社

　

会
人
採
用
試
験
の
応
募
に
際
し

　

て
」
の
課
題
で
提
出
［
試
験
］

　

口
述
試
験
・
健
康
診
査
＝
1
0
月

　

2
3
日
I
市
役
所
、
適
性
検
杏
・

　

作
文
試
験
＝
1
0
月
2
4
日
甘
市
役
所

申
込
受
付
期
間
8
月
2
日
汀
ぐ

　

9
月
1
7
日
ぐ
（
当
口
の
消
印
有
効
）

申
し
込
み
手
続
き

申
込
書
の
請
求
直
接
、
巾
総
務

　

部
総
務
課
職
員
係
へ
。
郵
便
の

　

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
〇
〇

　

職
試
験
申
込
書
請
求
」
ま
た
は

　

「
社
会
人
採
用
試
験
申
込
書
請

　

求
」
と
朱
ぶ
‥
き
し
、
あ
て
先
を

　

明
記
し
て
1
2
0
円
切
于
を
同

　

封
の
う
え
請
求

申
し
込
み
方
法
申
込
瀧
‥
に
必
要

　

心
P
項
を
明
記
の
う
え
、
写
真
を

　

張
り
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
〒
9
1
2
－
8
6
6

　

6
福
井
県
大
野
市
天
神
町
・
―
－

1
大
野
市
役
所
総
務
部
総
務
課

職
員
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・

1
1
1
1
内
線
2
2
3
）

消
防
職
員

採
用
予
定
人
員
消
防
吏
れ
1
人

受
験
資
格
高
校
卒
業
程
度
の
学

　

力
を
有
す
る
人
で
昭
和
4
9
年
4

　

月
2
日
か
ら
昭
和
5
7
年
4
月
1

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
f

試
験
日
程
7
次
一
教
養
試

　

験
・
適
性
検
査
●
作
文
試
験
＝

　

9
月
1
9
日
耳
大
野
高
校
【
二
次
】

　

口
述
試
験
・
身
体
検
査
●
体
力

　

検
杏
＝
1
0
月
3
0
日
I
大
野
地
区

　

消
防
本
部

申
込
受
付
期
間
8
月
2
口
I
～

　

2
0
日
案
（
当
日
の
消
印
有
効
）

申
込
書
の
請
求
直
接
、
大
野
地

　

区
消
防
本
部
総
務
課
へ
。
郵
便

　

の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職

　

員
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

　

朱
激
‥
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し

　

て
1
2
0
円
切
手
を
同
封
の
う

　

え
請
求

申
し
込
み
方
法
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
明
記
の
う
え
、
写
真
を

　

張
り
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
〒
9
1
2
－
0
0
8

　

4
福
井
県
大
野
市
天
神
町
7
－

　

1
4
大
野
地
区
消
防
本
部
総
務
課

　

（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
0
1
1

　

9
内
線
2
2
2
）

県総合防災訓練

9月5日⑧当市で開催

　

九
月
五
日
、
県
総
〈
口
防
災
訓
練

が
当
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
防
災
訓
練
は
、
災
害
対
策

基
本
法
と
県
地
域
防
災
計
画
、
市

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
ま
す
。
も
し
も
の
災
害
時
に
、

地
域
住
民
と
関
係
機
関
が
協
力
し

な
が
ら
迅
速
・
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
総
〈
口
的
な
訓
練
を
行
い

な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
防

災
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
、

と
い
う
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
地
震
に
よ
る
災
害
を

想
定
し
、
六
間
通
り
と
旧
大
野
高

校
跡
地
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
9
月
5
日
㈲
午
前
9
時
～

　

正
午

会
場
六
間
通
り
＝
住
民
参
加
型

　

訓
練
▼
旧
大
野
高
校
跡
地
＝
関

　

係
機
関
訓
練
、
災
害
体
験

写
真
は
、
平
成
元
年
九
月
に
当
市
で

行
わ
れ
た
訓
練
の
様
子



エキサイティング

スポーツ

情星I報

おめでとう全国六会出場

　

6
月
2
7
日
、
第
2
3
回
全
日
本
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
県
大
会
で
、
J

C
有
終
束
オ
リ
エ
ン
テ
が
5
年
ぶ

り
2
回
目
の
優
勝
。

　

8
月
2
日
か
ら
束
京
よ
み
う
り

ラ
ン
ド
で
開
か
れ
る
全
国
大
会

に
、
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

B
＆
G
水
泳
大
会

　
　
　
　

参
加
者
募
集

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

日
時
9
月
5
日
計
午
前
9
時
～

場
所
市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
小
学
生
・
幼
児
と
保
護
者

種
目
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳

　

ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
板
キ
ッ
ク

参
加
料
4
5
0
円
（
保
険
料
）

申
込
締
切
日
8
月
3
1
日
天

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
豊

　

6
4
・
1
9
り
1
1
）

第
3
2
回
大
野
サ
ッ
カ
ー
大
会

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

日
時
8
月
1
7
日
四
午
後
5
時
～

　

2
2
日
仕

場
所
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
奥
越

　

ふ
れ
あ
い
公
園

資
格
大
野
市
・
勝
山
巾
・
和
泉

　

村
の
．
般
お
よ
び
高
校
生
チ
ー

　

ム
、
協
会
お
よ
び
高
校
の
監
督

　

が
認
め
た
チ
ー
ム

参
加
料
．
般
1
万
円
、
高
校
・

　

大
学
5
0
0
0
円

申
込
締
切
日
8
月
1
0
日
火

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
石

　

川
裕
行
さ
ん
（
中
津
川
2
3
－
8

　

（
株
）
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
岫
井
大

野
営
業
所
酋
6
6
・
4
6
6
4
）

市
民
ソ
フ
ト

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

日
時
9
川
5
日
刊
午
前
8
時
～

場
所
巾
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
。
般
女
子
・
シ
ル
バ
ー

資
格
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

　

し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、
バ
レ

　

ー
ボ
ー
ル
協
会
登
録
者
・
大
学

　

生
・
高
校
生
は
出
場
で
き
な
い

参
加
料
1
0
0
0
円

申
込
締
切
日
8
月
2
5
日
米

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事

　

務
局
・
栄
共
子
さ
ん
（
弥
生
町

　

1
0
1
1
2
豊
6
5
・
4
5
8
6
）

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

日
時
9
月
2
3
日
本
（
秋
分
の
日
）

　

午
前
8
時
2
0
分
～
（
小
雨
決
行
）

場
所
ド
庄
小
学
校
校
区

対
象
者
市
内
の
小
・
中
学
生
と

　

そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

参
加
料
I
人
1
0
円
（
当
日
持
参
）

定
員
3
～
6
人
の
グ
ル
ー
プ
で

　

小
・
中
学
生
の
部
、
フ
ァ
ミ
リ

　

ー
の
部
そ
れ
ぞ
れ
先
着
5
0
組

申
込
締
切
日
9
月
1
3
口
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
‥
口
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

気
に
な
り
ま
す

介
護
保
険
制
度

，、、、。。2

　

介
護
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
、
在
宅
や
施
設
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
自
己
負
担
額
（
1
割
）

以
外
の
費
用
は
市
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、

介
護
保
険
の
財
源
と
保
険
料
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

市
の
介
護
保
険
会
計
の
財
源
は

公
費
こ
分
の
I
、
保
険
料
こ
分
の

一
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
公
費
は

国
が
こ
、
県
が
I
、
市
が
一
の
割

合
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
第
一
号
被
保
険
者

（
六
十
五
歳
以
上
の
人
）
が
保
険

料
の
三
分
の
一
を
、
第
二
号
被
保

険
者
（
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
の

人
）
が
三
分
の
こ
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
負
担
割
合

は
、
全
国
の
第
一
号
被
保
険
者
数

と
第
二
号
被
保
険
者
数
の
比
率
が

一
対
こ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
当
た
り
の
保
険
料
は
、
ど

の
よ
う
に
決
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

〈
6
5
歳
以
上
の
人
の
場
合
〉

　

保
険
料
は
、
市
町
村
単
位
で
算

定
し
ま
す
。
住
ん
で
い
る
市
町
村

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
費
用

の
約
六
分
の
一
を
、
所
得
に
応
じ
、

五
段
階
に
分
け
て
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に

比
べ
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
多
い
市

町
村
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
方
が

費
用
が
か
か
る
た
め
、
保
険
料
が

高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
高

齢
化
や
、
所
得
水
準
の
格
差
に
よ

る
市
町
村
保
険
料
へ
の
影
響
は
、

国
の
調
整
交
付
金
で
調
整
さ
れ
る

た
め
、
保
険
料
の
違
い
は
介
護
水

準
で
異
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
当
市
で
も
在
宅
・
施
設

サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
を
推
計
し
て

介
護
費
用
額
を
見
積
も
っ
て
い
ま

す
。
国
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
単
価

が
平
成
十
二
年
の
こ
月
ご
ろ
決
定

す
る
た
め
、
介
護
保
険
料
の
決
定

は
そ
れ
以
降
に
な
り
ま
す
。

〈
4
0
歳
か
ら
6
4
歳
の
人
の
場
合
〉

　

保
険
料
は
、
医
療
保
険
単
位
で

算
定
し
ま
す
。
医
療
保
険
者
が
医

療
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
徴
収
し
、

納
付
金
と
し
て
基
金
に
一
括
納
付

し
ま
す
。
市
町
村
に
は
、
そ
の
市

町
村
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な

費
用
の
約
三
分
の
一
が
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
介
護
保
険
は
、
今
後
増
大
が

見
込
ま
れ
る
介
護
費
用
を
社
会
全

体
で
支
え
る
た
め
に
、
原
則
と
し

て
加
入
者
す
べ
て
が
保
険
料
を
納

め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
高
齢
者

　

福
祉
室
（
酋
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
7
8
）



脳の健康づくり

6
5
歳
以
上
の
2
5
～
3
0
％
に
何
ら
か
の
痴
ほ
う

　
　
　

週
二
回
の
脳
リ
ハ
ビ
リ
で
不
安
の
解
消

　

有
終
会
館
で
、
脳
の
元
気
づ
く
り
講
演
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
浜
松
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長
の
金
子
満
雄
さ
ん
が

講
師
と
な
り
、
痴
ほ
う
の
予
防
や
早
期
対
応
の
大
切
さ
に

つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
講
演
の

内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
な
が
ら
、
脳
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

脳
の
元
気
づ
く
り
講
演
会

　

六
月
六
日
、
有
終
会
館
で
行
わ

れ
た
講
演
会
に
は
約
三
百
人
の
人

た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
金
子
満
雄
さ
ん
は
、
浜

松
医
療
セ
ン
タ
ー
で
一
万
九
千
人

以
上
の
痴
ほ
う
患
者
を
診
た
実
績

と
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者

五
万
人
以
上
の
脳
機
能
と
生
活
状

態
を
調
査
し
た
結
果
か
ら
、
痴
は

う
の
定
義
と
重
症
度
の
分
類
を
確

立
し
て
い
ま
す
。
講
演
で
は
、
脳

機
能
テ
ス
ト
の
勧
め
や
、
軽
い
痴

ほ
う
の
段
階
で
の
早
い
対
応
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

重
症
度
を
明
確
に
す
る

二
つ
の
脳
機
能
テ
ス
ト

①
か
な
ひ
ろ
い
テ
ス
ト

　

人
間
だ
け
に
特
有
な
、
大
脳
の

前
頭
葉
の
機
能
が
低
下
し
て
き
た

か
ど
う
か
を
み
ま
す
。

②
M
M
S
テ
ス
ト

　

大
脳
の
後
半
部
の
認
知
機
能
、

つ
ま
り
「
何
を
知
っ
て
お
り
、
何

を
憶
え
て
い
る
か
」
を
測
る
簡
易

知
能
テ
ス
ト
で
す
。

　

体
の
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と

と
同
じ
よ
う
に
脳
の
機
能
テ
ス
ト

を
受
け
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
状

態
か
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

老
人
性
痴
ほ
う
の
現
状

金
子
さ
ん
の
調
査
に
よ
る
と
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち

二
五
％
か
ら
三
〇
％
に
、
何
ら
か

の
痴
ほ
う
が
起
っ
て
い
ま
す
。
治

療
可
能
な
早
期
軽
症
痴
ほ
う
群
の

人
が
、
重
症
痴
ほ
う
群
の
人
の
四

倍
と
い
う
結
果
か
ら
、
早
期
軽
症

痴
ほ
う
群
の
人
た
ち
を
重
症
化
さ

せ
な
い
脳
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
と
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　

全
痴
ほ
う
症
例
の
九
三
％
が
、

老
化
や
生
活
習
慣
に
よ
る
、
廃
用

型
痴
ほ
う
（
使
わ
な
い
た
め
の
痴

ほ
う
）
で
あ
り
、
脳
リ
ハ
ビ
リ
で

の
活
性
化
が
有
効
で
す
。

　

市
で
行
っ
た
高
齢
者
健
康
調
査

で
は
、
四
一
・
四
％
の
人
が
「
寝

た
き
り
や
痴
ほ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
不
安
を
訴
え
て
い
ま

す
。
痴
ほ
う
に
関
す
る
問
に
対
し

て
は
、
四
五
・
五
％
の
人
が
「
特

に
問
題
と
な
る
行
動
は
な
い
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
が
、
左
表
の
質

問
項
目
で
、
痴
ほ
う
の
軽
症
度
、

中
症
度
に
該
当
し
た
人
は
、
五
・

一
％
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
一

度
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

治
せ
ま
す

軽
・
中
症
度
の
痴
ほ
う

　

歌
を
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
な
ど

で
笑
っ
た
り
す
る
こ
と
で
日
常
生

活
に
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
、
新
し
い

体
験
を
す
る
な
ど
の
脳
リ
ハ
ビ
リ

を
週
二
回
程
度
行
う
と
、
軽
・
中

症
度
の
痴
ほ
う
の
人
は
脳
が
活
性

化
し
、
治
っ
て
い
き
ま
す
。

　

人
と
ふ
れ
あ
い
、
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
、
脳
の
健
康

づ
く
り
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
「
脳
と
、

体
の
元
気
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
教
室
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い

ろ
な
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

質問項目表

軽症度痴ほうのめやす…4以上〇がつく人

1．無表情・無感動の傾向がみられる

2．ぼんやりしていることが多い

3．生きがいがない

4．根気がまったく続かない

5．発想が乏しく、画一的になる

6．計画が自分で立てられない

7．2つ以上の用事を並行してできない

8．反応が遅く、動作が鈍い

9．同じ事を繰り返し話す

10．相手の意見を聞かない

中症度痴ほうのめやす…4以上〇がつく人

1．何度数えても日付があやふやになる
2．身だしなみに無頓着になる

3．簡単な家事などができない
4．ガス等の消し忘れが目立つ
5．料理がうまくできない

6．薬をきちんと飲めない
7．目的にあつた洋服を選べない
8．昨日のできごとをすつかり忘れる
9．物をしまった場所を忘れ、「盗まれた」と騒ぐ

10．簡単な計算ができない

皆さんの健康づくりを後押しします●保健センター（酋65・7333）



暮
ら
し
の
ニ

　

ア
ド
バ
イ
ス

住宅リフ7t－ムの訪問販売

簡単に短時間で契約し、後でトラブル

　

消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に
、
訪
問
販
売
に
よ
る
苦
情
や

相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
住
宅

の
外
壁
や
浴
室
、
ト
イ
レ
の
改
装
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情

や
相
談
も
あ
り
ま
す
。
高
額
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
簡
単
に

短
時
間
で
契
約
し
て
し
ま
い
、
工
事
や
代
金
の
支
払
い
時

に
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

ね
ら
わ
れ
や
す
い
住
宅

　

業
者
は
あ
ら
か
じ
め
下
見
調
査

を
行
い
、
築
三
十
年
前
後
で
屋

根
・
外
壁
に
痛
み
や
汚
れ
の
あ
る

住
宅
に
ね
ら
い
を
付
け
ま
す
。

　

住
ん
で
い
る
人
が
、
「
そ
ろ
そ

ろ
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
よ
う
か
な
」

と
思
い
始
め
て
い
る
気
持
ち
を
う

ま
く
引
き
出
し
、
言
葉
巧
み
に
契

約
を
勧
め
ま
す
。
ま
た
、
「
こ
の

ま
ま
放
置
す
る
と
家
の
基
礎
や
柱

に
ま
で
悪
影
響
が
あ
る
」
な
ど
と

不
安
な
気
持
ち
を
あ
お
り
、
施
工

を
急
が
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
気
を
付
け
よ
う

①
商
品
の
カ
タ
ロ
グ
に
メ
ー
カ
ー

　

名
、
品
番
、
金
額
な
ど
の
記
載

　

さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ

　

う
。
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合

　

に
は
、
金
額
な
ど
に
つ
い
て
よ

　

く
聞
い
て
お
き
ま
し
よ
う
。
ほ

　

か
の
商
品
と
比
較
す
る
場
合
に

　

役
立
ち
ま
す
。

②
そ
の
場
で
の
契
約
は
や
め
ま
し

　

よ
う
。
別
の
業
者
か
ら
見
積
を

　

取
り
、
適
正
な
金
額
か
ど
う
か

　

を
確
認
し
て
、
家
族
で
よ
く
相

　

談
し
ま
し
よ
う
。

③
「
見
本
と
し
て
工
事
さ
せ
て
く

　

だ
さ
い
」
な
ど
と
、
値
引
き
し

　

て
い
る
か
の
よ
う
に
持
ち
か
け

　

契
約
を
急
が
せ
る
ヶ
I
ス
が
あ

　

り
ま
す
。
値
引
き
ど
こ
ろ
か
、

　

実
は
市
価
よ
り
高
か
っ
た
と
い

　

う
場
合
も
あ
る
の
で
、
注
意
し

　

ま
し
ょ
う
。

④
テ
レ
ビ
な
ど
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

　

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
け
で
信
用

　

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
の
と
き

⑤
見
積
書
や
契
約
書
に
記
載
さ
れ

　

て
い
る
品
番
や
金
額
が
、
打
ち

　

合
わ
せ
の
内
容
と
同
じ
か
、
合

　

計
額
の
ほ
か
に
も
材
料
費
や
施

　

工
費
の
内
訳
が
、
記
載
さ
れ
て

　

い
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
部
屋
の
配
置
や
間
取
り
・
配
管

な
ど
の
条
件
を
十
分
考
慮
し
、

細
部
に
つ
い
て
も
よ
く
打
ち
合

わ
せ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
後

で
契
約
以
外
の
部
分
で
工
事
が

必
要
と
な
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
げ
ま
す
。

契
約
し
て
し
ま
っ
た
が

⑦
訪
問
販
売
の
場
合
、
契
約
後
、

　

ま
た
は
代
金
を
支
払
っ
て
し
ま

　

っ
た
り
し
た
後
で
も
、
解
約
を

　

希
望
す
る
場
合
は
、
契
約
し
た

　

日
か
ら
八
日
以
内
な
ら
無
条
件

　

解
約
（
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
）
が

　

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
ー
リ
ン

　

グ
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
も
場
合

　

に
よ
っ
て
は
、
解
約
で
き
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。
あ
き
ら
め
な

　

い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
の
訪
問
販
売
以
外

に
、
点
検
商
法
と
い
う
悪
質
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

無
料
で
簡
単
な
点
検
を
行
い
、

「
シ
ロ
ア
リ
が
発
生
し
て
い
る
の

で
駆
除
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

「
縁
の
下
の
換
気
を
し
な
い
と
家

が
だ
め
に
な
る
」
な
ど
と
、
住
ん

で
い
る
人
を
不
安
な
気
持
ち
に
さ

せ
、
高
額
な
駆
除
・
予
防
装
置
を

勧
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

内
容
を
よ
く
確
か
め
、
十
分
に

注
意
し
ま
し
よ
う
。

消費生活に関するご相談は顛者楸センターへ容66・1111内線464（U謳



市民⑩

ペー汐

■
こ
の
「
ぺ
i
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

今月のスナップ

　　

ほらっ、つかまえた
（真名川若鮎フェスティバル）

＜るー・39登場 菖蒲池区

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
で
地
域
の
活
性
化

　

菖
蒲
池
区
で
は
、
地
域
の
活
性

化
に
と
、
昨
年
か
ら
ハ
ナ
シ
ョ
ウ

ブ
の
株
を
植
え
て
い
ま
す
。

　
　

「
私
か
子
供
の
こ
ろ
、
こ
の
あ

た
り
に
は
沼
地
が
多
く
、
ハ
ナ
シ

ョ
ウ
ブ
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
ん
で

す
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
九
年
か

ら
土
地
改
良
が
行
わ
れ
、
沼
地
が

農
地
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
か

ら
、
す
っ
か
り
見
か
け
な
く
な
り

ま
し
た
。
最
近
、
観
光
に
訪
れ
た

人
に
ん
四
蒲
池
と
い
う
地
名
は
、

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
た
く
さ
ん
咲
い

て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

の
で
す
か
’
と
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
こ
す
供
の
こ
ろ
の
よ

う
な
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
咲
く
美

し
い
風
景
を
自
分
た
ち
の
手
で
復

活
さ
せ
た
い
。
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
よ
」
と
区
長
の
宮
沢

秀
樹
さ
ん
。
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
世

話
は
、
区
民
が
交
替
で
水
や
り
を

す
る
な
ど
自
主
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　

「
去
年
の
七
月
に
、
芦
原
町
北

潟
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
園

か
ら
株
を
取
り
寄
せ
て
、

県
道
沿
い
に
植
え
ま
し

た
。
花
が
咲
く
の
を
見

る
と
、
さ
ら
に
や
る
気

が
出
て
き
ま
す
ね
。
今

年
か
ら
こ
化
菖
蒲
園
実

行
委
員
会
’
を
作
り
、

代
表
が
北
潟
の
ハ
ナ
シ

ョ
ウ
ブ
園
ま
で
出
か
け

て
い
っ
て
研
修
を
受
け

た
り
、
休
耕
山
に
株
を

植
え
て
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ

ブ
園
を
作
る
計
画
を
立

て
た
り
と
活
発
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ハ

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
以
外
の
草

花
を
植
え
て
道
路
沿
い

の
花
を
充
実
さ
せ
る
計

画
も
あ
り
ま
す
。
来
年

に
は
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
出
来
れ

ば
と
、
思
い
は
ふ
く
ら
み
ま
す
ね
」

と
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
意
欲

満
々
で
し
た
。

フックトーク

たいt

『
雨
の
日
の
ネ
コ
は

　
　

と
こ
と
ん
眠
い
』

『
み
ぢ
か
な
と
も
だ
ち

　
　
　
　
　
　
　

ネ
コ
』

　

人
は
動
物
分
類
学
上
の
学
名
で

は
「
ホ
モ
＝
サ
ピ
エ
ン
ス
」
（
賢

い
人
と
い
う
意
味
）
と
い
い
ま
す

が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史
学
者
ホ
イ

ジ
ン
ガ
が
「
ホ
モ
＝
ル
ー
デ
ン
ス
」

（
遊
ぶ
人
と
い
う
意
味
）
と
い
う

言
葉
を
使
い
ま
し
た
。
遊
ぶ
こ
と

が
人
間
の
活
動
の
本

質
で
あ
り
、
文
化
を

生
み
出
す
根
源
だ
と

い
う
考
え
か
ら
だ
そ

う
で
す
。
動
物
の
中

で
人
間
だ
け
が
遊
ぶ

存
在
で
、
他
の
動
物

は
生
き
て
い
く
の
に

精
一
杯
で
遊
ぶ
こ
と

な
ど
な
い
だ
ろ
う
と
、

考
え
が
ち
で
す
が
、

本
当
の
と
こ
ろ
は
ど

う
で
し
よ
う
か
。
猫

は
食
べ
る
た
め
に
捕
ら
え
た
ね
ず

み
で
遊
ん
だ
り
、
ボ
ー
ル
や
毛
糸

玉
に
じ
や
れ
つ
い
た
り
し
ま
す
。

ま
ず
は
身
近
に
い
る
猫
を
観
察
し

て
動
物
の
遊
び
を
知
る
手
が
か
り

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
紹
介
す
る
二
冊
の
本
に
は

猫
の
生
態
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。
猫
に
は
飼
わ
れ
て
い
て
も

飼
い
主
に
こ
び
な
い
自
由
さ
が
あ

り
、
好
き
嫌
い
の
分
か
れ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
の
二
冊
は
猫
に
対

す
る
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
本
で
す
。

猫
舌
は
猫
に
限
ら
な
い
と
か
、
猫

の
足
型
が
残
る
の
は
ど
う
し
て
か

と
か
、
楽
し
み
な
が
ら
猫
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

猫
は
ど
ん
な
風
に
遊
ぶ
の
か
、

猫
の
習
性
を
よ
く
知
っ
て
、
飼
い

猫
と
も
野
良
猫
と
も
賢
く
付
き
合

っ
て
み
た
い
で
す
ね

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

『雨の日のネコはとことん眠い』（右）

　　

『みぢかなともだちネコ』（左）



電子メールで市民提案E-mailyamabiko@mitene.o「.」p

邑が綺瞼

大
野
も
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
で
す

山
崎
朋
子
さ
ん
（
六
上
L
威
束
京
都
目
甲
区
）

　

山
崎
さ
ん
は
、
『
サ
ン
ダ
カ
ン

八
番
娼
館
』
な
ど
で
有
名
な
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
で
す
。
現
在
、

束
京
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
第
一
。

次
大
戦
中
に
母
親
の
実
家
の
あ
る

当
市
に
疎
開
。
七
‐
春
時
代
を
こ
こ

で
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　

「
小
さ
い
こ
ろ
母
親
の
里
帰
り

で
、
大
野
に
来
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
で
も
、
小
さ
い
こ
ろ
だ
っ

た
の
で
、
そ
の
こ
ろ
の
印
象
は
あ

ま
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
t
三
歳

の
と
き
に
疎
開
で
大
野
に
来
た
と

き
は
、
な
ん
て
山
奥
に
来
た
の
だ

ろ
う
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
今

朝
、
大
野
高
校
に
行
っ
て
き
た
の

で
す
が
、
別
の
と
こ
ろ
に
移
転
し

て
い
て
、
驚
き
ま
し
た
。
で
も
正

門
だ
け
は
残
し
た
の
で
す
ね
。
私

た
ち
の
こ
ろ
は
、
亀
山
と
一
緒
に

高
校
が
あ
っ
て
、
門
を
入
っ
た
と

こ
ろ
に
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
あ
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
」
山
崎
さ
ん

は
講
演
前
、
大
野
高
校
に
英
訳
、

中
国
訳
、
日
本
語
の
『
サ
ン
ダ
カ

ン
八
番
川
館
』
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

「
日
本
人
は
よ
く
。
ふ
る
さ
と
は

ひ
と
つ
だ
け
と
い
う
考
え
に
な

り
が
ち
で
す
。
私
は
、
こ
れ
か
ら

は
〃
ふ
る
さ
と
は
ひ
と
つ
だ
け
で

は
な
い
’
時
代
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
大
野
は
早
く
か
ら
蘭
学
を
取

り
入
れ
た
り
、
船
を
使
っ
て
蝦
夷

地
（
現
在
の
カ
ラ
フ
ト
）
の
開
拓

を
し
た
り
と
、
外
の
空
気
を
取
り

入
れ
よ
う
と
し
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
今
の
若
い
人
た
ち
も
、
海
外

へ
出
か
け
て
い
っ
て
、
ど
ん
ど
ん

い
ろ
ん
な
経
験
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
い
っ
ぱ
い
外
の
空
気

に
触
れ
て
、
そ
の
空
気
を
大
野
に

取
り
込
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
地
元
に
足
を
お
ろ
し
な
が
ら

も
、
常
に
目
は
世
界
に
向
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
ん
な
若
い
人
が
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
」
と
に
っ
こ
り
微
笑
み
ま
し

た
。

私電／u－vこ，そ

土
曜
日
や
日
曜
日
に
育
児
相
談
が
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か

Q

　

最
近
、
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
育
児
を
す

る
女
性
が
増
え
て
い

ま
す
。
幼
児
の
育
児
相
談
が
平
目

の
日
中
し
か
行
わ
れ
な
い
の
は
、

乙
レ
供
を
育
て
な
が
ら
働
い
て
い
る

女
性
に
と
っ
て
は
大
変
で
す
。
。
ド

供
同
L
の
接
点
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
親

同
L
の
接
点
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
問
題
の
解
決
の
た
め
に
も
、

L
曜
日
や
日
曜
日
に
、
幼
児
の
育

児
相
談
が
出
来
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
（
匿
名
希
望
）

A

　

市
で
は
、
乳
幼
児

や
妊
産
婦
の
健
康
と

病
気
の
1
防
を
日
標

に
、
保
健
指
導
や
健
康
診
査
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
の
育
児
相
談
は
市
保
健

セ
ン
タ
ー
で
、
毎
月
第
一
、
第
三

水
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
身
体
計
測
と
離
乳
食
や
発

育
な
ど
の
相
談
で
、
第
。
水
曜
日

は
瓦
力
月
児
、
第
一
こ
水
曜
日
は
八

ヵ
月
児
が
対
象
で
す
。
ま
た
、
育

児
相
談
日
以
外
の
平
日
に
も
、
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
日
曜

日
の
育
児
相
談
は
、
昭
和
五
＋
1
」

年
か
ら
昭
和
六
十
一
年
ま
で
は
毎

月
一
回
、
平
成
三
年
ま
で
は
二
ヵ

月
に
一
回
の
割
合
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
日
曜
日
に
は

家
庭
で
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
た
い
と
い
う
意
見
や
、
利

用
者
の
減
少
な
ど
か
ら
、
現
在
の

よ
う
な
相
談
日
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
市
内
六
ヵ
所
で
の
育
児
相

談
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中

で
、
開
催
日
に
つ
い
て
も
、
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
育
児
を
す
る
女
性

に
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
各
地
区
の
公
民
館
で

行
わ
れ
て
い
る
家
庭
教
育
学
級
や

愛
育
会
な
ど
の
自
主
的
な
活
動
と

〈
口
わ
せ
な
が
ら
、
よ
り
身
近
で
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
、
働
く
母
親

が
気
軽
に
相
談
出
来
る
よ
う
な
対

応
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
（
保
健
衛
生
課
長
）

お
知
ら
せ

こ
え
さ
か

ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

こ
の
指
ち
ゃ
ま
れ
の
会

日
時
8
月
5
日
本
午
後
7
時
1
5

　

分
～

場
所
こ
え
さ
か
峠
・
阿
難
祖
地

　

頭
方
白
山
神
社
境
内
（
雨
天
の

　

場
合
、
小
山
公
民
館
）

入
場
料
3
0
0
円
（
お
茶
・
和

　

菓
子
付
き
）

持
ち
物
敷
物
（
座
布
団
な
ど
）

　

・
靴
入
れ
（
袋
）

問
い
合
わ
せ
先
「
こ
の
指
ち
や

　

ま
れ
の
会
」
佐
々
木
三
郎
さ
ん

　
　

（
豊
6
6
・
1
1
7
5
）

陽
明
中
吹
奏
楽
の
タ
ベ

陽
明
中
学
校

日
時
8
月
2
5
日
水
午
後
6
時
3
0

　

分
～

場
所
市
文
化
会
館

内
容
大
ホ
ー
ル
・
陽
明
中
学
校

　

吹
奏
楽
部
の
演
奏
会

　

ホ
ワ
イ
エ
・
陽
明
中
学
校
美

　

術
部
の
作
品
展
示

主
催
陽
明
中
学
校
P
T
A
文
化

　

委
員
会
・
第
2
学
年
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先
陽
明
中
学
校
・

　

村
口
先
生
（
酋
6
5
・
1
1
2
1
）



ビリンバウ（民族楽器）の音色にのせて

黒谷観音境内で6月26日、民族楽器の演奏家丸山祐一郎さ

んの演奏会が行われました。丸山さんは「旅の音楽家｜

として各地を回っています。昨年福井を訪れたときに自

然の美しい黒谷観音を知り、今回の演奏会が実現しまし

た。「きれいな水を子供たちに守ってください」のメッ

セージとともに素朴な音色が山々に響いていました。

アクアライン一清水の軌道

大野市出身の若手バイニオリスト、桑畑由美さんのバイ

オリンリサイタルが6月19日に市文化会館で開かれまし

た。集まった市民らは、ピアニストと二人で繰りひろげ

られる演奏に、聞き入っていました。

　

まー

｜／

　　

”

　　

－ 席1，みまひた！

市内で行われた音楽イペニノトを集めてみました琴年はだんご3兄弟
大野市民吹奏楽団のファミリーコンサートが7月10

日、市文化会館で開催。おなじみの楽曲も演奏され、

会場からはさかんな拍手がわき起こっていました。

美しいハーモニーをどうぞ

大野混声合唱団の演奏会が7月11日、市文化会館で開

催されました。演奏会に集まった人たちは、次々に奏

でられる美しいハーモニーにうっとりしていました。

みんなでつくろう！ハープの園

ハープづくしのイベント「六呂師フェスタ99」

が、7月H日、六呂師高原で行われ、たくさん

の人でにぎわっていました。

力走！

　

7月11日、奥

　

越地区で初め

ての降ト競按記
F｀ま録会が奥越ふれあい

公園で開催されました。

話遇回也場秘書広報課広報広聴係豊66・1111



拍詣回也場
7月4日に、サマー企ミ認説明会が、7月5日から9日に

かけて高校生の職場見学会が行われました。厳しい就職

戦線の中、参加者は真剣に説明に聞き入っていました。

サマー企業説明会

地元企業の職場貝学

六野の稲作を参考に
7月6［］、アフリカ・タンザニアのキリマンジャロ州

政府高官リワさんが、先進的な集落農業の取り組みで

有名な阿難祖領家生産組合を訪問。稲作の生産組織育

成や運営などを研修しました。

介護保険の講演会
区長や民生委員、福祉関係者に介護保険制度への理解を

深めてもらおうと6月18日、有終会館で介護保険の講演

会が行われました。間もなく始まる介護保険に関心も高

く、集まった約250人は熱心に耳を傾けていました。

有終会館周辺の酒掃奉仕
大野市心身障害児者育成会の人たちが7月4日、

有終会館周辺の清掃奉仕を行いました。この作業

は、地域に貢献しようと毎年行われています。

」！水道配水場の草刈り
市管工事事業協同組合が、6月25日に上水道配水場

（ふれあい公園横）の草刈り作業奉仕を行いました。こ

の作業は15年ほど前から続けられています。草刈りの

後には、芝や花が植えられました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

8月

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　
　
　
　
　

市
役
所
建
設
課

募
集
団
地
西
里
団
地

規
格
3
K
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数
3
戸

資
格
一
定
の
収
入
坊
準
以
内
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

家
賃
月
額
7
3
0
0
円
～

　
　
　
　
　
　

1
万
2
1
0
0
円

申
込
締
め
切
り
8
月
2
0
日
画

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
巾

　

役
所
建
設
課
管
理
係
（
容
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

ざ
わ
や
か

　

列
車
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　
　
　
　

市
役
所
生
活
環
境
課

　

さ
わ
や
か
な
風
を
受
け
て
小
浜

巾
の
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」

を
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
小
浜
駅

ま
で
の
往
復
は
J
R
を
利
用
し
ま

す
。
自
分
の
自
転
車
を
列
車
に
積

ん
で
、
出
か
け
ま
し
よ
う
。

日
時
8
月
2
9
口
口
午
前
7
時
3
0

　

分
～

対
象
小
学
4
年
生
以
ま
に
（
小
学

　

生
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料
人
人
5
0
0
0
円
f

　

供
3
0
0
0
円
（
交
通
費
、
夕

　

食
代
な
ど
）

定
員
8
0
名

申
込
締
め
切
り
8
月
2
0
‐
血

申
し
込
み
方
法
参
加
料
を
添
え

　

所
定
の
用
紙
に
て
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
先
和
田
サ
イ
ク
ル

　

（
酋
6
6
・
5
7
3
1
）

申
し
込
み
先
巾
内
自
転
巾
組
合

　

加
盟
店
・
巾
生
活
環
境
課
・
J

　

k
越
前
大
野
駅

屋
根
融
雪
装
置

　
　
　

設
置
に
補
助
金

’
市
役
所
建
設
課

　

巾
で
は
雪
に
強
い
街
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
自
ら
が
居
住
す
る

既
存
の
木
造
住
宅
に
、
県
が
認
定

し
た
屋
根
融
雪
装
置
を
設
置
す
る

人
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
対
象
者
に
制
限
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
〈
口
わ
せ

先
ま
で
。

補
助
金
額
設
ほ
費
用
の
3
分
の

　

1
（
限
度
額
6
0
万
円
）

補
助
件
数
1
6
件

申
込
期
限
8
月
3
1
口
火

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
巾

　

役
所
建
設
課
管
理
係
（
容
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

明
る
い
選
挙
標
語
募
集

　
　
　

市
選
挙
管
理
委
員
会

　

明
る
い
選
挙
に
関
す
る
標
語
を

募
集
し
ま
す
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
俳
句
調
、
短
歌
調

な
ど
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
川
紙
は
、
各
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。

応
募
締
め
切
り
8
月
3
1
日
囚

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
巾
選
挙

　

管
理
委
員
会
（
〒
9
1
2
1
8

　

6
6
6
天
神
町
I
－
1
容
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
C
O
’
s
C
－
－
）

立
ち
入
ら
な
い
で

　
　

河
川
の
危
険
水
域

　
　

中
島
真
名
川
発
電
制
御
所

　

真
名
川
の
佐
開
橋
上
流
は
、
県

営
真
名
川
発
電
所
と
北
陸
電
力
五

条
方
発
電
所
か
ら
放
水
が
あ
り
、

水
位
が
急
変
す
る
の
で
、
危
険
水

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
危
険
水
域
に
は
、
を
入
禁
止
の

看
板
や
警
報
サ
イ
レ
ン
が
常
設
し

て
あ
り
ま
す
。

　

夏
期
間
は
、
河
川
に
立
ち
入
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
周
辺

で
は
十
分
注
意
し
、
危
険
水
域
に

は
立
ち
入
ら
な
い
で
ド
さ
い
。

戦
没
者
の
遺
族
に

　

特
別
弔
慰
金
を
支
給

　
　
　

市
役
所
高
齢
者
福
祉
室

　

今
回
の
特
別
弔
慰
金
は
、
平
成

7
年
4
月
に
行
わ
れ
た
特
別
弔
慰

金
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
戦
没

者
の
遺
族
の
う
ち
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
者
が
失

権
し
た
遺
族
に
対
し
て
、
国
が
改

め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
に
支

給
す
る
も
の
で
す
。

　

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
満
州
事
変
以
後
の

戦
没
者
の
遺
族
で
す
が
、
平
成
H

年
4
月
1
日
現
在
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
を
受
け
る
人
が
い
な

い
場
〈
口
に
限
ら
れ
ま
す
。
同
じ
戦

没
者
に
つ
い
て
、
前
回
の
特
別
弔

慰
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
今
回
の
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
。

申
込
期
日
平
成
1
4
年
3
月
3
1
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
高
齢
者
福
祉
室
（
豊
6
6
。

　

1
1
1
1
内
線
4
7
（
8
）

交通
安令

剱
r

夏
場
の
安
全
運
転
の
た
め
に

　

8
月
は
、
お
盆
休
み
の
帰
省

や
海
や
山
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
な

ど
、
大
勢
で
車
を
利
用
し
た
外

出
が
多
く
な
り
ま
す
。
せ
っ
か

く
の
楽
し
い
外
出
も
交
通
事
故

を
起
こ
し
た
の
で
は
何
に
も
な

り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
以
上
に
気

を
引
き
締
め
て
安
全
運
転
に
心

掛
け
ま
し
よ
う
。

運
転
中
の
ポ
イ
ン
ト

①
渋
滞
し
て
も
イ
ラ
イ
ラ
し
な

　

い
で
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
ち

　

ま
し
ょ
う

②
無
理
の
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

を
立
て
、
1
時
間
に
I
回
は

　

休
憩
を

③
同
乗
者
の
会
話
に
つ
ら
れ
た

　

り
、
景
色
に
見
と
れ
な
い
で
、

　

運
転
に
集
中
し
ま
し
ょ
う

④
窓
か
ら
ゴ
ミ
や
空
き
缶
、
吸

　

い
が
ら
な
ど
を
捨
て
る
の
は

　

や
め
ま
し
よ
う

⑤
数
台
で
ド
ラ
イ
ブ
す
る
と
き

　

は
、
事
前
に
待
ち
合
わ
せ
場

　

所
を
決
め
て
お
く
な
ど
、
無

　

理
の
な
い
計
画
を

※
車
に
乗
る
と
き
に
は
、
必
ず

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
、
小
さ

い
子
供
を
乗
せ
る
と
き
は
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
利
用
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

老
齢
基
礎
年
金

繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に

市
役
所
市
民
課

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
の

受
け
取
り
開
始
は
、
6
5
歳
か
ら
で

す
が
、
希
望
す
る
人
は
6
0
歳
か
ら

6
4
歳
ま
で
の
間
に
、
‥
｝
い
に
く
年
金
を

受
け
取
れ
る
、
繰
り
L
げ
請
求
が

出
来
ま
す
。

　

し
か
し
、
繰
り
L
げ
請
求
す
る

と
次
の
よ
う
な
制
約
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

し①
年
金
額
が
請
求
時
の
年
齢
に
よ

　

っ
て
減
り
ま
す
。

　

6
5
歳
の
金
額
に
対
し
て

　

6
4
歳
で
は
8
9
％
6
3
歳
で
は
8
0
％

　

6
2
歳
で
は
7
2
％
6
1
歳
で
は
6
5
％

　

6
0
歳
で
は
5
8
％
に
減
額
と
な
り

　

ま
す
。
受
け
取
り
が
始
ま
る
と

　

6
5
歳
に
な
っ
て
も
年
金
額
は
変

　

わ
り
ま
せ
ん
。

②
年
金
の
受
け
取
り
は
繰
り
上
げ

　

請
求
し
た
次
の
月
か
ら
に
な
り

　

ま
す
。
誕
生
日
ま
で
さ
か
の
ぼ

　

っ
て
請
求
す
る
こ
と
は
出
来
ま

　

せ
ん
。

③
6
5
歳
ま
で
、
ほ
か
の
年
金
を
受

　

け
取
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り

　

ま
す
。

④
6
5
歳
ま
で
の
間
に
、
厚
生
年
金

　

に
加
人
し
た
場
〈
］
は
、
老
齢
基

　

礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
り

　

ま
す
。

⑤
障
害
基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
が

　

6
5
歳
ま
で
受
け
取
れ
な
く
な
り

　

ま
す
。

⑥
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
り
、
遺
族

　

厚
生
（
共
済
）
年
金
を
受
け
取

　

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
6
5
歳

　

ま
で
は
、
ど
ち
ら
か
。
方
の
年

　

金
し
か
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
巾
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
7
）

市
小
学
生
・
中
学
生

　
　

相
撲
選
手
権
大
会

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

　

第
1
3
回
巾
小
学
生
相
撲
選
胆
権

大
会
と
、
第
5
回
中
学
生
相
撲
選

r
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
8
月
7
日
上
午
前
9
時
～

場
所
石
灯
庖
通
り
特
設
相
撲
場

老
人
保
健
加
入
者

薬
剤
一
部
負
担
金
免
除

市
役
所
市
民
課

　

老
人
保
健
制
度
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
医
療
機
関
な
ど
で
薬
剤

の
支
給
を
受
け
た
と
き
、
．
部
負

担
金
を
支
払
っ
て
い
ま
し
た
が
、

7
月
1
日
か
ら
は
、
薬
剤
．
部
負

担
金
を
支
払
わ
な
く
て
も
よ
く
な

り
ま
し
た
．

　

た
だ
し
、
外
来
の
診
療
．
部
負

担
金
（
一
目
に
つ
き
5
3
0
円
）

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

医
療
機
関
へ
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
．

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

国
保
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
1

内
線
4
5
7
）

開
運
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　

開
催
中

県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会

　

7
月
1
日
～
9
月
3
0
日
ま
で
県

内
各
地
で
、
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
「
福
井
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
　

「
あ
い
キ
ャ
ッ
チ
ふ
く
い
味

わ
い
ふ
れ
あ
い
越
前
若
狭
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
県
内
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
。
県
内
6
8
の
ポ

イ
ン
ト
の
う
ち
、
3
つ
の
ス
タ
ン

プ
を
集
め
る
と
、
県
内
の
特
産
品

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
応
募
で
き
る
「
陥

井
開
運
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

当
市
は
「
自
然
満
喫
の
奥
越
前

ル
ー
ト
」
と
し
て
J
R
越
前
大
野

駅
、
元
町
会
館
、
御
清
水
会
館
が

ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光

客
の
皆
さ
ん
を
あ
た
た
か
く
迎
え

ま
し
よ
う
。

行
方
不
明
者
を
捜
す

　
　
　

相
談
所
を
開
設

県
警
察
本
部
鑑
識
課

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
、
行
方
が
分

か
ら
な
く
な
っ
た
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
警
察
で
は
8
月
中
「
行
方
不

明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。

　

相
談
所
で
は
、
全
国
の
資
料
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
8
月
1
日
口
～
3
1
日
水

開
設
場
所
県
警
察
本
部
鑑
識
課

　

（
酋
0
7
7
6
・
2
2
・
2
8
8

　

0
）
ま
た
は
県
内
警
察
署
刑
事

　

生
活
安
全
課
（
大
野
警
察
署
豊

　

6
5
・
0
1
1
0
内
線
2
6
6
）

屋外焼却や簡易焼却炉で

ごみ処理していませんか

　

屋外焼却や簡9焼却炉でごみを処i’l！していませ

んか。このような処理方法では、不完全燃焼をお

こし、ダイオキシン類などの有害物質が発生しや

すくな0ます。また、煙やにおいなどでトラブル

の原囚にもなります。

　

可燃物は、市のクリーンセンターなどで、セ氏

800度以｜この温度で

焼却すれば、有害物質

の発生を少なくするこ

とができます。屋外焼

却や簡易焼却炉の使用

は避け、ごみはしっか

り分別して出すように

しましょう。

ねんりんピック開催

　

高齢者の国体「ねんりんピック」

まで、いよいよ2ヵ月余り。

　

当市で行われる卓球交流大会は、

県卓球協会がド竹ですが、卓球台や

ネットの配置などの準備は、当市の

卓球協会が中心となります。高校や

中学校の卓球部ほの協力も大きな力

となります。今回は、規定のボール

より一回り大きいボールを使ったラ

ージボール卓球。審判にあたる卓l球

協会の人たちも、事前に講習会を受

けるなど準備をし

ています。10月10

日・11［］の当日は

ぜひ、エキサイト

広場へ応援に行き

ましょう。



″

一
’

56

古
い
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ

本
匠
幸
一
さ
ん
（
美
里
町
）

　

美
里
町
の
本
匠
幸
一
さ
ん
（
七
十
四
歳
）

の
宝
は
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
、
フ
ィ
ル
ム

な
ど
映
画
に
関
す
る
も
の
で
す
。
本
匠
さ
ん

は
、
市
内
で
営
業
し
て
い
た
映
画
館
「
亀
山

座
」
に
昭
和
三
上
八
年
ま
で
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。
宝
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
は
、
色
あ

せ
る
こ
と
な
く
当
時
の
熱
気
を
伝
え
て
い
ま

す
。

　
　

「
十
六
歳
の
こ
ろ
に
、
父
親
が
県
か
ら
依

頼
を
受
け
て
、
福
井
で
移
動
映
画
の
会
社
を

作
り
ま
し
た
。
私
も
自
然
と
仕
事
を
手
伝
う

よ
う
に
な
り
、
学
校
や
工
場
へ
上
映
に
行
き

ま
し
た
。
当
時
、
映
画
と
い
え
ば
一
番
の
娯

楽
で
し
た
か
ら
、
そ
れ
は
も
う
大
変
な
人
気

で
し
た
ね
。
上
映
は
お
芝
居
と
一
緒
に
す
る

こ
と
が
多
く
、
お
芝
居
の
合
間
に
映
画
を
上

映
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
〃
座
と
い
う
名

前
の
つ
い
た
映
画
館
が
あ
る
の
は
、
そ
の
名

残
な
ん
で
す
よ
。
ち
ょ
う
ど
戦
時
中
だ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
の
映
画
が
多
く
、

三
十
分
ほ
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
映
画
を
何
本
も
上

映
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
白
黒
の
写

真
を
見
な
が
ら
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し

た
。

　
　

「
戦
争
が
終
わ
り
、
縁
が
あ
っ
て
大
野
の

亀
山
座
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

移
動
映
画
は
弟
に
任
せ
、
自
分
は
映
画
館
の

企
画
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
は
、
ど
の
映
画
を
上
映
し
よ
う
か
、

ど
ん
な
チ
ラ
シ
を
作
っ
た
ら
お
客
さ
ん
が
見

に
来
て
く
れ
る
か
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
に
集
中

し
て
い
ま
し
た
ね
。
お
か
げ
て
入
り
き
れ
な

い
ほ
ど
の
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

今
は
ビ
デ
オ
が
普
及
し
て
、
家
庭
で
も
映
画

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
や
は

り
映
画
は
映
画
館
の
大
き
な
画
面
で
見
る
ほ

う
が
面
白

い
で
す

ね
。
な
ん

と
い
っ
て

も
迫
力
が

違
い
ま
す

よ
」
と
懐

か
し
そ
う

に
、
チ
ラ

シ
を
手
に

取
る
本
匠

さ
ん
で
し

た
。

市民のうごき

7月1日現在 前月比

世帯数 11．698世帯 20世帯

人目 40，859人 7人

内訳
男 19．568人 △3人

女 21．291人 10人

5月中の異動
転入 52人 出生 24人

転出 56人 死亡 13人

市内の交通事故状況（nヵ、9お）

件数内訳
平成11年

6月末

平成10年

6月末
比較

総件数 296件 251件 45件

人
身

事
故

件数 83件 91件 △8件

死者 2人 1人 1人

傷者 98人 116人 △18人

物損事故 213件 160件 53件

表
紙
の
こ
と
ば

　

蕨
生
小
学
校
で
七
月
九
日
、

福
祉
体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
教
室
で
福
祉
ビ
デ
オ
を

見
た
後
、
低
学
年
と
高
学
年
に

分
か
れ
て
車
い
す
を
体
験
。
み

ん
な
で
交
代
し
な
が
ら
乗
っ
て

み
た
り
、
押
し
て
み
た
り
。
ち

よ
っ
と
し
た
障
害
物
を
乗
り
越

え
る
に
も
、
乗
っ
て
い
る
人
に

気
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

今
年
の
梅
雨
は
、
各
地
で
大

き
な
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

昨
年
八
月
、
当
市
を
襲
っ
た
豪

雨
と
九
月
の
台
風
7
号
に
よ
る

被
害
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
。
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
」
と
か
。
で
も
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
で

す
。
普
段
か
ら
気
を
緩
め
ず
、

十
分
な
備
え
を
。
（
横
）

雇R見i弓・

　

土
用
の
丑
の
日
、
家

族
そ
ろ
っ
て
ご
っ
な
ぎ
’

を
食
べ
に
出
掛
け
た
。

目
の
前
に
こ
つ
な
重
が

運
ば
れ
食
べ
始
め
る
や

否
や
「
お
い
し
い
」
「
柔

ら
か
い
」
「
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
」
と
そ
れ
ぞ

れ
が
声
を
上
げ
た
。
や
は
り
家
で
食
べ
る
の
と

は
ひ
と
味
違
う
▼
最
初
ご
っ
な
ぎ
’
を
食
べ
に
行

こ
う
と
言
い
出
し
た
と
き
、
案
の
定
娘
は
「
脂

っ
ぽ
い
」
「
生
臭
い
」
と
反
対
し
た
。
特
に
若

い
女
性
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
る
食
べ
物
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
先
日
、
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
ご
っ

な
ぎ
″
を
徹
底
分
析
し
て
い
た
。
や
は
り
嫌
い

な
理
由
は
「
カ
ロ
リ
ー
が
高
そ
う
。
脂
っ
ぽ
い

感
じ
。
見
た
目
が
気
持
ち
悪
い
」
だ
っ
た
▼
と

こ
ろ
が
、
カ
ロ
リ
ー
を
見
る
と
意
外
な
結
果
だ

っ
た
。
成
人
一
食
当
た
り
の
カ
ロ
リ
ー
の
目
安

は
七
〇
〇
ブ
ズ
。
で
も
ご
っ
な
丼
は
六
四
七
い

い
で
、
刺
し
身
定
食
や
ミ
ッ
ク
ス
サ
ン
ド
よ
り

低
カ
ロ
リ
ー
。
同
じ
ど
ん
ぶ
り
物
と
比
べ
て
も

”
天
丼
’
や
ご
不
ギ
ト
ロ
丼
’
よ
り
も
低
い
と
は
驚

き
で
あ
っ
た
。
脂
肪
分
は
、
確
か
に
ご
っ
な
ぎ
″

に
は
多
い
。
し
か
し
、
動
物
の
肉
の
脂
肪
分
は

飽
和
脂
肪
酸
で
、
血
液
中
の
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
増
や
し
て
し
ま
う
の
に
対
し
、
ご
っ
な

ぎ
’
の
よ
う
な
青
魚
の
脂
肪
分
は
不
飽
和
脂
肪

酸
で
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
抑
制
す
る
働

き
が
あ
る
そ
う
だ
▼
天
然
物
と
養
殖
物
が
あ
る

が
、
養
殖
物
は
あ
ま
り
お
い
し
く
な
い
と
い
う

の
は
昔
の
話
で
、
今
で
は
技
術
も
進
み
、
き
れ

い
な
水
と
お
い
し
い
え
さ
を
与
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
味
・
栄
養
面
で
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
▼
今
年
の
夏
も
夏
バ
テ
防
止

に
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
ご
っ
な

ぎ
’
を
食
べ
よ
う
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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